
光と音 

１ 

問１   a は入射角、bは反射角  

問２   黄と黒 右図参照 

     青と赤は鏡に反射できない。 

     黄と黒は鏡で反射できる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

問１   入射角はイ、 反射角はウ    

問２   物体は鏡をはさんで対称な位置に見える。ｃ   

問３   合わせ鏡は３つの像がうつる。中央にうつる像は反射し、反射して目に入る。 

     よって、ウ のように見える。 

問４   理科ゼミ参照 焦点を通ってきた光は光軸に平行に進む ウ   

問５   絶対に落とせない問題。焦点に近づけていくと、像の大きさは大きくなり、像のできる位置は 

     遠くなる。  （１） ア  （２） イ  

問６   あ の位置に置いたときは虚像ができる。凸レンズにおける虚像は実際の物体よりも大きく 

     見える。上下左右は同じ。よって、 ア  

     い の位置に置いたときは焦点距離の２倍の位置よりも遠いところに置いているので、 

     実際の物体よりも小さな実像ができる。上下左右は逆。 よって、 ク  

問７   応用問題。凸レンズの数を増やしたところで、光を同じ１点に集められるわけではない。 エ  

３    一部は反射する。 エ   

４     

問１   入射角は境界面に対し、垂直にたてた線と入射光がつくる角度   オ  

問２   【凸レンズとろうそくの距離を１２㎝にしたとき、スクリーンと凸レンズの距離を１２㎝にすると、 

     ろうそくの像がスクリーンにはっきりうつった。】  

→ これが焦点距離の２倍の位置 → 焦点距離は６㎝だとわかる。 

     ２４㎝にするということは、焦点距離の２倍の位置よりも遠い。 よって、 ア   

     わからなければ理科ゼミの図を何度も自分でかいて考えてみることが大切。 

問３ 空気中からガラスの場合 

   入射角の方が屈折角よりも大きくなる。 よって、 ウ  

問４ エ   



５    水から空気中に光がいくので、入射角＜屈折角   

     人間の目には光がきた方向にものがあるように見える。 ウ 

６    

問１   理科ゼミの図を参照  Xは鼓膜   

問２  （0.31＋0.26＋0.30）÷３＝0.29 秒  この問題ではたいこまでの５ｍは関係ない   

     １００÷０．２９＝３４４．８２   ３４５ｍ   

問３   音の大きさに関係するのは振幅である。 ア   

７   

問    音を高くするには弦は細く短く強く張る。高い音は振動数が多い。 ４   

８   

問１（１）音さを強くたたく → 大きい音がでる（音の高さは変わらない）  

→ 振幅が大きい（振動数は変わらない）  

おんさXの振動数は８８０ＨｚでＹよりも高い。  よって  Ａ  

 

  （２）音の高さは振動数に関係する。高いほど振動数が多い。（ウネウネが多い） a イ  b ア  

  （３）振動数２２０Ｈｚなので、振動数４４０ＨｚのＹよりもウネウネが半分の数になる。 

 

 

 

 

 

問２（１）音を伝えるのは空気の振動である。 音の振動を伝える物質が少なくなった。   

  （２）反射して戻ってきているので、往復の時間が４．２秒であることに注意する。 

     片道は２．１秒。 よって、３４０×２．１＝７１４ｍ  

９   

問１  入射角 ｂ 反射角 ｃ  屈折角 ｆ   

問２  ２度屈折する。  異なる境界面に対し、垂直な線を引いて考える。 

    入射角と屈折角の関係を確認しておくこと。    

    図の角の印がついているところが入射角になる。   ア   

問３  全反射はガラス（水）から空気中に光がでるときに起こる現象。①  イ  ② 全反射   

問４  鏡の反射のときと同じ図を書けばよい。（右図） 

１０  見え方  ア    

道筋   カ  

 

 

 

 

 

   

   

   

   

       

       

       

       


